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2025 年度藤原賞の受賞者決まる 
 

受賞者：小池 真（東京大学） 

業 績：気候・大気環境科学に関わるオゾン・エアロ

ゾル・雲微物理研究の推進 

選定理由： 

小池真氏は長年にわたり東アジアや北極域などの反

応性気体（オゾン，窒素酸化物など）やエアロゾル，

雲微物理の観測的研究を推進するとともに，関連する

多くの航空機観測プロジェクトを主導してきた．まず，

ピナツボ火山噴火後の成層圏オゾン減少の原因として

提案されていたエアロゾルが関与する不均一反応過程

を地上分光観測データの解析から実証し，1995年度に

山本・正野論文賞を受賞した（業績１）．さらに，米

国主導の国際共同航空機観測や日本主導の航空機観測

大型プロジェクトにおいて，対流圏オゾン生成の鍵と

なる窒素酸化物（NOx）の高精度観測を実施し，春季

の北西太平洋域では寒気吹き出しに伴うアジア大陸起

源のNOx輸送が下部対流圏のNOx収支に果たす重要な

役割や，自由対流圏のNOx収支における雷放電による

生成の重要性などを明らかにした（業績 2〜4）．これ

ら重要な成果のうち，初期のものに対しては 2001 年

度に堀内賞が授与されている． 

その後，小池氏は研究対象をエアロゾルや雲微物理

へと発展的に拡げ，都市域やその郊外におけるオゾ

ン・エアロゾルの動態を明らかにする地上観測プロジ

ェクト IMPACT（2003〜2005 年），及び東アジアのエ

アロゾルと雲微物理の変動メカニズムを明らかにする

航空機観測プロジェクト A-FORCE（2004〜2022 年）

を共同研究者とともに主導した．これら一連の観測的

研究から，アジア域で排出される人為起源の化学物質

によるオゾンやエアロゾルの生成・変容・輸送・除去

などの諸過程を明らかにした（業績５〜10）．また，

大陸から高濃度エアロゾルの寒気が吹き出す状況下で，

黒潮の高い海面水温が下層雲の鉛直構造や雲微物理量

に与える影響などを解明し（業績 11），さらにエアロ

ゾル・雲相互作用の解明のため 2022 年夏季に北海道

東方海上にて日本が主体となる初の航空機と船舶との

同期観測を主導した． 

こうした観測的研究の豊富な実績を踏まえ，小池氏

は文部科学省「北極域研究加速プロジェクト（ArCS，

ArCS II）」の大気科学研究分野を主要メンバーとして

牽引し，極域にて氷雲粒子形成の核として働く氷晶核

の季節変動や北極域の下層雲（水雲）に対するエアロ

ゾルからの影響を明らかにするなど重要な成果を挙げ

た（業績 12〜14）．また，観測的研究とは相補的な数

値モデル研究の発展も目指して若手の人材育成にも積

極的に関与し，素過程に基づきエアロゾルの微物理的

変化を表現する革新的な数値モデルの開発・改良に重

要な貢献をした．そして，これらのモデルを用いてエ

アロゾルの動態を定量化し，人為起源エアロゾルの放

射影響の高精度推定を実現した（業績 15〜18）．さら

に，こうした多くの研究から得た豊富で系統的な知見

を基にエアロゾルと雲微物理に関する教科書も出版し

た（業績19）． 

小池氏は長年にわたる航空機観測プロジェクトにお

ける実績から，日本気象学会学術委員会の航空機観測

に関する検討部会の部会長（2014〜2019 年度）と副

部会長を務めてきた．その間，日本初となる地球観測

専用航空機の導入による気候・地球システム科学研究

の推進計画を気象学会と関連諸学会の研究者らと立案

し，日本学術会議大型研究計画に関するマスタープラ

ンに提案し，重点大型研究計画の１つとして採択に至

った（2020 年度）．この計画は名古屋大学宇宙地球環

境研究所附属飛翔体観測推進センターに引き継がれ，

我が国の航空機を用いた大気科学研究の発展の基盤と

なっている．さらに，国内外の各種委員会での評価報

告書執筆にも長年携わり，日本の大気科学研究のプレ

ゼンス向上に貢献した． 

上記の功績により，日本気象学会は小池真氏に2025

年度日本気象学会藤原賞を贈呈するものである．  
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